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○日吉自然の家条例施行規則 

平成28年３月30日 

教育委員会規則第２号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、日吉自然の家条例（平成27年長崎市条例第53号。以下「条例」とい

う。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（指定管理者の公募） 

第２条 教育委員会は、条例第４条第２項の規定により指定管理者を公募しようとするとき

は、あらかじめ、申請の受付場所、受付期間及び選考の方法その他必要な事項を公表する

ものとする。 

第３条 条例第４条第３項に規定する申請書は、指定管理者指定申請書（第１号様式）とし、

教育委員会が別に定める書類は、次に掲げるものとする。 

(1) 定款、寄附行為、規約その他これらに類する書類 

(2) 法人の登記事項証明書及び役員名簿（法人以外の団体にあつては、当該団体の名称、

所在地、役員名簿、設立年次等団体の概要及び活動内容等を記載した書類） 

(3) 申請書を提出する日の属する事業年度の収支予算書及び事業計画書並びに前３事業

年度の収支計算書、事業報告書その他団体の事業及び経営の状況を明らかにする書類 

(4) 当該施設の管理に関する業務の収支予算書及び事業計画書 

(5) 市税、消費税、地方消費税等を滞納していないことを証する書類 

(6) その他教育委員会が必要と認める書類 

２ 条例第４条第４項第４号に規定する条件は、社会教育に関する専門的な知識を有してい

ることとする。 

（令２教規則１・令３教規則12・一部改正） 

（利用時間） 

第４条 条例第６条第２項に定める日吉自然の家の利用時間の承認の基準は、次のとおりと

する。 

(1) 利用時間は、次のア及びイに掲げる区分に応じ、それぞれア及びイに定めるとおり

とすること。 

ア 宿泊する場合 午前９時から翌日の午後４時30分までの時間帯を基本とし、31時

間30分以上 

イ 宿泊しない場合 午前９時から午後９時までの時間帯を基本とし、１日12時間以
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上 

(2) 利用時間の決定に当たつては、市民の利便性等に最大限配慮すること。 

(3) 利用時間を決定し、又は変更したときは、その旨を市民に周知する措置を講じるこ

と。 

（令２教規則１・一部改正） 

（休所日） 

第５条 条例第６条第２項に定める日吉自然の家の休所日の承認の基準は、次のとおりとす

る。 

(1) 休所日は、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（１

月１日を除く。）以外の日であること。 

(2) 年始及び年末の休所日は、１月１日から同月３日まで及び12月29日から同月31日ま

での期間内であること。 

(3) 休所日に開所し、又は開所日に休所する場合は、その旨を市民に周知する措置を講

ずること。 

（令２教規則１・一部改正） 

（入所者の守るべき事項） 

第６条 入所者は、係員の指示に従うほか、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 建物、附属設備等を汚損し、毀損し、若しくは滅失し、又はそれらのおそれのある

行為をしないこと。 

(2) 所定の場所以外において飲食し、又は喫煙しないこと。 

(3) 他人の迷惑になるような行為をしないこと。 

(4) 許可なくして備品等を使用し、又は物品を販売し、若しくは展示しないこと。 

(5) 前各号のほか教育委員会が管理上必要があると認める事項 

（利用の対象） 

第７条 日吉自然の家を利用できるものは、おおむね５人以上の団体とする。 

（利用の許可の申請） 

第８条 条例第７条第１項の規定により宿泊研修施設等の利用の許可を受けようとする者

は、日吉自然の家利用許可申請書（第２号様式）を指定管理者に提出しなければならない。 

（利用許可証の交付） 

第９条 指定管理者は、宿泊研修施設等の利用の許可をしたときは、日吉自然の家利用許可

証（第３号様式）を交付するものとする。 
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（利用の変更又は取消し） 

第10条 宿泊研修施設等の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、利用の

許可を受けた事項を変更しようとするときは、その旨を指定管理者に申し出なければなら

ない。 

２ 利用者は、宿泊研修施設等の利用を取り消そうとするときは、日吉自然の家利用取消届

（第４号様式）を指定管理者に提出しなければならない。 

（利用料金の減免） 

第11条 利用料金の減免を受けようとする者は、日吉自然の家利用料金減免申請書（第５

号様式）に必要事項を記入して、指定管理者に提出しなければならない。 

（令７教規則12・旧第12条繰上） 

（利用者の守るべき事項） 

第12条 利用者は、係員の指示に従うほか、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 所定の場所以外において火気を使用しないこと。 

(2) 利用の許可を受けていない宿泊研修施設等及び附属設備を使用しないこと。 

(3) 利用の許可に付した条件に違反しないこと。 

(4) 建物又は附属設備を汚損し、毀損し、又は滅失したときは、直ちに指定管理者に報

告すること。 

(5) 前各号のほか指定管理者が管理上必要があると認める事項 

（令７教規則12・旧第13条繰上） 

（人員の配置） 

第13条 指定管理者は、必要があると認めるときは、利用者に対し、秩序維持に必要な人

員の配置を命ずることができる。 

（令７教規則12・旧第14条繰上） 

（係員の立入り） 

第14条 指定管理者は、日吉自然の家の管理上必要があると認めるときは、係員をして、

利用中の場所に立ち入らせることができる。 

（令７教規則12・旧第15条繰上） 

（利用後の点検） 

第15条 利用者は、利用を終わつたときは、係員に申し出て、その点検を受けなければな

らない。 

（令７教規則12・旧第16条繰上） 



4/12 

（運営協議会の審議結果の報告） 

第16条 条例第14条に規定する日吉自然の家運営協議会（以下この条及び次条において「協

議会」という。）の会長は、協議会の審議が終わつたときは、速やかにその結果を教育委

員会に報告しなければならない。 

（平29教規則17・追加、令７教規則12・旧第17条繰上） 

（委任） 

第17条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。ただし、協議会の運営

に関し必要な事項は、協議会の会長が協議会に諮つて定める。 

（平29教規則17・旧第17条繰下・一部改正、令７教規則12・旧第18条繰上） 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 条例附則第２項の規定により教育委員会が日吉自然の家の管理の業務を自ら行う場合

においては、第４条中「の承認の基準は、次のとおりとする」とあるのは「は、宿泊する

場合にあつては午前９時から翌日の午後４時30分まで、宿泊しない場合にあつては午前

９時から午後９時までとする。ただし、教育委員会が必要があると認めるときは、利用時

間を変更することができる」と、第５条中「の承認の基準は、次のとおりとする」とある

のは「は、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日並びに１月

２日及び同月３日並びに12月29日から同月31日までの期間とする。ただし、教育委員会

が必要があると認めるときは、休所日に開所し、又は開所日に休所することができる」と、

第８条から第10条までの規定中「指定管理者」とあるのは「教育委員会」と、第11条中

「利用料金の承認の基準」とあるのは「使用料」と、第12条中「指定管理者」とあるの

は「市長」と、第13条から第15条までの規定中「指定管理者」とあるのは「教育委員会」

と、第２号様式から第４号様式までの様式中「指定管理者」とあるのは「長崎市教育委員

会」と、第５号様式中「利用料金」とあるのは「使用料」と、「指定管理者」とあるのは

「長崎市長」とし、第４条第１号から第３号まで及び第５条第１号から第３号までの規定

は適用しない。 

附 則（平成29年９月26日教育委員会規則第17号） 

この規則は、平成29年10月１日から施行する。 

附 則（令和元年７月23日教育委員会規則第８号）抄 
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（施行期日） 

１ この規則は、令和元年10月１日から施行する。 

（利用料金に関する経過措置） 

２ この規則による改正後の次に掲げる規則の規定は、施行の日（以下「施行日」という。）

以後に利用の許可を受ける者の利用料金について適用し、施行日前に利用の許可を受けた

者の利用料金については、なお従前の例による。 

(1)から(3)まで 略 

(4) 日吉自然の家条例施行規則別表 

附 則（令和２年１月29日教育委員会規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和３年３月26日教育委員会規則第３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第１条の規定による改正前の長崎市公民館条例施行規則、第２条の規定による改正前の

長崎市文化財保護条例施行規則、第３条の規定による改正前の長崎市伝統的建造物群保存

地区保存条例施行規則、第４条の規定による改正前の長崎市立高島幼稚園管理規則、第５

条の規定による改正前の長崎市教職員住宅管理規則、第６条の規定による改正前の長崎市

文化センター条例施行規則、第７条の規定による改正前の長崎市民会館条例施行規則、第

８条の規定による改正前の日吉自然の家条例施行規則及び第９条の規定による改正前の

長崎のもざき恐竜パーク条例施行規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整

をして使用することができる。 

附 則（令和３年８月26日教育委員会規則第12号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第１条の規定による改正前の長崎市公民館条例施行規則、第２条の規定による改正前の

長崎市科学館条例施行規則、第３条の規定による改正前の長崎市民会館条例施行規則、第

４条の規定による改正前の日吉自然の家条例施行規則、第５条の規定による改正前の長崎

のもざき恐竜パーク条例施行規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をし

て使用することができる。 
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附 則（令和７年12月25日教育委員会規則第12号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

（様式に関する経過措置） 

３ 第１条の規定による改正前の長崎市公民館条例施行規則、第２条の規定による改正前の

長崎市科学館条例施行規則、第３条の規定による改正前の長崎市文化センター条例施行規

則、第６条の規定による改正前の長崎市民会館条例施行規則、第７条の規定による改正前

の日吉自然の家条例施行規則又は第８条の規定による改正前の長崎市恐竜博物館条例施

行規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 



7/12 

 



8/12 

 



9/12 

 



10/12 

 



11/12 

 



12/12 

第１号様式（第３条関係） 

（令２教規則１・令３教規則３・令３教規則12・一部改正） 

第２号様式（第８条関係） 

（令７教規則12・一部改正） 

第３号様式（第９条関係） 

第４号様式（第10条関係） 

第５号様式（第11条関係） 

（令７教規則12・一部改正） 

 


